
令和6年度豊橋技術科学大学第3年次入学者選抜学力検査問題

専門科

注

1 試験開始の合図まで,この問題冊子と解答用紙を開いてはいけません。

事項

2 問題冊子の枚数は,表紙,草稿用紙を含めて7枚です。

目

3 問題冊子とは別に解答用紙が4枚あります。解答は用紙の裏面にまわってはいけません。

( 1

4 問題は4問あります。全問解答してください。

5

機械工学)

試験開始の合図の後すぐに,すべての解答用紙の所定の箇所に受験番号を記入してください。

6 解答は必ず各問題別の解答用紙の所定の欄に記入してください。

7 落丁,乱丁,印刷不鮮明の箇所などがあれぱ,ただちに申し出てください。

8 問題冊子の余白は草稿用として使用しても構いません。

9 試験終了時刻まで退出してはいけません。

10 問題冊子は持ち帰ってください。

意
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[ 1 ] 次の問いに答えよ。ただし,大気の圧力はP。,重力加速度はgとする。な
お,液体の密度はPで一定とする。液体と壁面の間の摩擦の影響は無視でき

るものとする。液体は管を満たしながら流れるものとする

液体は円管に滑らかに損失なく流入するものとする。円管中心軸の液面から

を, g, h, PO, Pを用いて表せ。

イ.円管から流出する液体の流量gを, dl,

軸が一致するように接続して,流路断面積を急拡大させた。液体は新たに接

続された円管の終端から大気中に流出する。急拡大部の管中心軸に垂直な畔

面を面Aとする。図 1.2のように急拡大部の上流に管中心軸と垂直な断面①を

とり,急拡大部の十分下流に管中心軸と垂直な断面②をとる。断面①を通る

液体の速度分布は一様で,その流速をⅥとする。断面①の管中心での圧力を

nとする。断面②を通る液体の速度分布は一様で,その流速を力とする。断

イ・面Aに垂直に作用する力Fを, dl, d2, P1を用いて表せ。ただし,力は面
を押す向きを正とする 0

ウ・断面①と断面②の間における液体の単位時間あたりの運動量の増加量
△Uを, dl, d2, Pを用いて表せ。ν 2,

エ・断面①と断面②の間における損失へッドHを, db d2, g,力を用いて表
せ。

オ・円管から流出する液体の流量Ω'を, d】, d2, g, hを用いて表せ。
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[ 2 ] I m01の理想気体を考える。その気体の圧力を P [pa],体積を V [m3],炉
度を 7 [K]とし, PVれ=B(ただしBとπは定数)を満たすように状態変化する 0

以下の問 こ答えよ ただし 疋積モ 定圧モ レ0 ,

熱を CP [J/(m01'K)],一般気体定数を R [J/(m01・K)],比熱比をκとし, C と C
は温度に対して一定であるとする

(1)以下の設問に答えよ 0

ア・π=0のときの状態変化として最も適切な名称を次の証群から選ぶととも
に,その理由を説明せよ 0

イ・れ=1のとき・の状態変化として最も適切な名称を次の証群から選ぶととも
に,その理由を説明せよ 0

ウ・π→伽のときの状態変化として最も適切な名称を次の証群から選ぶとと
もに,その理由を説明せよ

0

[語群]

0

等圧変化

気体気体

む熱量を△@とするとき,以下の設問に答えよ。ただしマイヤーの門係式(R=
CP-CV)は必要に応じて断りなく用いてもよい。なお,η> 1とする 0

ア・熱力学第一法則から,△Qを△Wとdυを用いて示せ。

イ.△W = adVと表せるとき,αを B, V,れを用いて示せ。

ウ・状態方程式と上記イ.より△W = R(1-π)ー.d7となることを用いて,
△々= Cπdアと表せるとき, C をκ, CV,ηを用いて示せ。

横軸をηとしたときのグラフこ工
そ

座標ならびにπ→伽の極限値をグラフ中に明記せよ

,
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[ 3 ] 下図に示すように,長さ 1,断面積豆の3本の金属製の棒が剛体天井に卦
直に取り付けられ,その下端には真直な剛体棒が取り付けられてぃる 30

本の棒は同一平面内 で平行に並んでおり,棒 1と棒2の間隔はα,棒 1と棒3

の間隔は hである。棒1の縦弾性係数は三リ棒2と棒3の縦弾性係数はともに
である 棒1の下端まΞ き えると 棒2 0 、^、', 、一Π

,

2,3がそれぞれえリ入υ入.だけ伸び,剛体棒は真直のまま傾いた。また

各棒に作用する応力はそれぞれσリびυσ.であった。このとき,以下の問
いに答えよ0 ただし,3本の棒は荷重を加えた後も天井に対してr直が保た
れているとする。また,重力の影響は無視できるものとする

a)力のつり合いより , P を豆およびσリσυσ,を用いて表せ。
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[ 4 ] 以下の問いに答えよ 0

0

バ'、

/C

点Aと点Bの名称を述べよ 0

領域Cで変形応力が上昇する主原因を述べよ 0

公称ひずみ量ε,を 1。と引張試験中の長さしを用いて示せ。

上記の公称ひずみ量ε,を用いて真ひずみ量εを示せ。

破断後,試料の断面積は 80%に減少した。破断時の真応力σ[Mpa]を求
めよ

点D

鋼板を長さ

、、リ

ウ

機械工学-4

公称ひずみ

D

0

ずみ曲線

下の設問

図のような公称応力、公ハ

であった才 200

且で弓

こ

以0

エ
オ

aM

中
B

ろこ

し

とオし

゛

験試

さ

張

R
皆
縫
当

ア
イ

)

、

1(

0
よ

た
え答

0
1

A
↓



( 2 )

号の空欄には同じ語句が当てはまるものとする

下記の空欄[ヨ~[ヨにぎてはまる最も適切な評句を江群より選び,その

0
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